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継続と徹底 大西 規之

コロナ禍でもできること
非常事態宣言が出されましたが、現在感染予防

を行いながら、種々の教育活動を行っています。

非常事態だけれども「教育は止めない」、感染予防

はしないといけないけれど子どもたちの「学びは

止めない」という思いで行っています。

そこで、昨年４月に立てた今年度の本校努力目

標を振り返ってみたいと思います。教育や学びを

止めないためにも、このコロナ禍でもできること

を「継続と徹底」で取り組んでいかなければなり

ません。努力目標の各項目について、現在でも「で

きること」と「できないこと」に分け、「できるこ

と」にアンダーライン を引きました。感染

拡大の今でも、感染予防を確実に行いながら、「子

どもたちの学び」や「教育活動」を止めないため

にも「できること」から徐々に行っているところ

です。１月末には学校評価を実施したいと思いま

す。今年度は学校へ足を運んでいただく機会がほ

とんどありませんでした。１月２３日（土）に実

施予定のオープンスクールでの様子や、学校だよ

り「西中の風」第２８号、第２９号を参考にして

いただき、少ない情報で誠に申し訳ありませんが、

アンケートに答えていただきますようお願いしま

す。

１ 本年度の努力目標

（１）授業改善に取り組み、様々な学力向上策を実施

する。

①学習規律５箇条の徹底（私語、姿勢、忘れ物、

大きな声で授業の始めと終わりのあいさつ、チャ

イム席）

②ユニバーサルデザインの視点に立った学習環境の

確保

教室前廊下の雑巾や清掃道具の整理整頓、教室

後ろのロッカーの鞄の整理整頓、机の整列、教室

のゴミ拾い、教室の掲示物の整理、黒板周りの掲

示物の整理、カーテンによる前のロッカー等の目

隠しの設置など



③授業スタイルの確立（魅力ある授業づくり）

ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業

づくり

・授業に入る前の「めあて（本時の目標）」の共有

化

１時間の授業で理解できるようになるゴールを

示すことにより、生徒の学習に対する安心感を生

み、意欲的な取り組みにつながる。

・興味・関心を高める導入

新聞の活用、資料の提示、実物や映像を見せる、

日常生活の中で見られる興味を引く話等。

・自主的な生徒の活動を取り入れる時間の確保

文章を書く、グループワーク（個人→ペア→グ

ループ→クラスで意見交流、説明、発表、評価）

ホワイトボード、ＩＣＴ機器の積極的な活用等

・まとめで「めあて」に対する振り返りを行う。

授業の最後にまとめとして、ノートに「めあて」

が達成できたかどうかコメントを書かせる。

④授業づくりのポイント

・教師が説明する授業、教師からの一方的な授業、

理屈で進む授業から脱却する。

・教師の笑顔に満ちた表情、演技力に富んだ動き、

話すときの間、声のトーンや大きさを計算する。

・子どもが体を動かし、発言し、活動する、そし

て子どもらしい自由な発想が現れる授業を行う。

・本物に触れる授業を、理屈では無く実際にやっ

てみる授業を行う。

・生徒が、真剣に聞く、粘り強く考えるという『静』

の場面と、積極的に発言、発表、活動するという

『動』の場面をつくる。教師が話す時間と生徒の

活動の時間の比を半々にする。

・教科書も教材の一つとして活用しつつ、むしろ

教科書には記載されていないような、生徒の心を

揺さぶる優れた教材を使って、教科書が想定して

いる水準を超えた深い認識に到達させることがで

きるような「教科書で教える授業」を目指す。

⑤先進校視察の実施、研修会への参加

担当者等が随時、良い授業や先進的な取り組み

を見るため、先進校を視察したり、本校の課題

解決に向けた研修会に参加したりする。

⑥適切に「週末課題」をかす。

５教科を中心に金曜日に「週末課題」として宿

題を出し、月曜日朝に教科リーダーが回収し、そ

の日のうちに教科担任がチェックする。未提出者

やできていない生徒は火曜日の「学習優先の日」

に最後まで取り組ませる。なお、週末課題につい

ては「月予定表」を保護者に配布し、家庭でも「週

末課題」の徹底を子どもに呼びかけてもらい、家

庭学習の定着を図る。

⑦生徒が終礼で家庭での復習が必要であるか不必

要であるかを授業ごとにチェックし、それをもと

に家庭学習の計画を立て、実行することによって

家庭学習の定着を図る。また、家庭学習の計画を

立てやすいように「連絡帳」を活用する。

第２９号に続く

ホームページを日々更新中！！


